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第第１１号号議議案案  ２２００２２５５年年度度事事業業報報告告承承認認のの件件  

１１．．一一般般報報告告  

[[１１]] 会会員員移移動動報報告告

  表－１ 会員移動状況 （2026 年 2 月 24 日現在） 

会員種別 
2024 年度 

(第 3 回理事会) 

会員数 

2025 年度(第 3 回理事会) 

入会者数 
復活者数

退会者数 

停止者数
転格増減数 会員数

個人会員 
個人正会員 4,206 327 -184 +1 4,350 

特別会員 60 0 -1 0 59 

（小計） 4,266 327 -185 +1 4,409 

賛助会員 165 11 -10 0 166 

会会員員合合計計  44,,443311  333388  --119955 11  44,,557755  

学生会員 2,112 1,122 -1,296 0 1,938 

購読会員 41 0 -2 0 39 

  表－２ 本支部別正会員、賛助会員数内訳 （2026 年 2 月 24 日現在） 

会員種別 北海道 東北 関東 
東海 

北陸 
関西 

中国 

四国 
九州 本部 

会員種別 

合計 

個人会員 
個人正会員 182 252 1,927 442 671 303 573 0 4,350 

特別会員 3 1 31 4 5 8 7 0 59 

（小計） 185 253 1,958 446 676 311 580 0 4,409 

賛助会員 10 8 80 14 29 16 9 0 166 

本本支支部部別別会会員員合合計計  119955  226611  22,,003388  446600  770055  332277  558899  00  44,,557755  

学生会員 58 189 784 192 169 395 151 0 1,938 

購読会員 0 4 23 4 6 1 1 0 39 

[[２２]] 22002255 年年度度定定時時総総会会

 日  時：2025年 5月 27日（火）午後 3時～5 時 

 場  所：TKPガーデンシティ PREMIUM田町 

 出席者：2,399名(議決権をもつ正会員 4,130名に対し本人出席120名、委任状による出席 2,279名) 

 議  長：枝広英俊 

議  案：第１号議案  2024年度事業報告承認の件 

第２号議案  2024年度収支決算報告書承認の件 

第３号議案  2025・2026年度役員承認の件 

 以上の議案は、原案通り承認された。 

報 告：１．2025年度事業計画に関する件、２．2025年度収支予算に関する件、３．会長表彰 

第 １ 号議案　2025年度事業報告承認の件
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[[３３]] 役役員員及及びび委委員員会会委委員員長長（敬称略）

 会 長 ・代表理事    浦江真人 

副会長・代表理事    生島宣幸 

副会長・理  事  松岡宏幸 

副会長・理  事  森谷靖彦 

専 務 理  事  前田伸子 

理 事        嶧田晃一、杉田 洋、宮川 剛、柳 泰彦、川上善嗣、橋本真一、 

志手一哉、横澤正人、小山明男、志岐祐二 

 理 事 ・ 支 部 長            北 海 道    ／東 伊佐緒 

   東 北    ／高橋敏朗 

   関 東    ／杉江弘光 

   東海北陸／硎谷将紀 

   関 西    ／渡邉浩文 

   中国四国／島村隆義 

   九 州    ／小山田英弘 

 監 事            林 康文、林 美貴 

 常置委員会委員長    事業計画委員会／嶧田晃一 

会員委員会／杉田 洋  広報委員会／宮川 剛 

人材育成委員会／柳 泰彦 教育委員会／川上善嗣 

ＰＣＭ委員会／橋本真一    情報委員会／志手一哉 

国際委員会／横澤正人   環境委員会／小山明男 

評価評定委員会／志岐祐二   積女 ASSAL委員会／前田伸子 

評議委員会等 

（１）建築コスト管理士 

 建築コスト管理士評議委員会委員長／田村誠邦（（株）アークブレイン代表取締役） 

（２）建築積算士  

建築積算士評議委員会委員長／枝広英俊（芝浦工業大学名誉教授）  

（３）建築積算士補 

 建築積算士補評議委員会委員長／三原 斉（ものつくり大学 技能工芸学部建設学科教授） 

（４）特別委員会 

ペリカン推進委員会委員長／松岡宏幸（副会長） 

創立 50周年記念大会実行委員会／松岡宏幸（副会長） 
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［［４４］］理理事事会会開開催催概概要要 

今年度は理事会を書面で 3回、会場で 3回実施して審議を行なった。 

主な審議事項は以下の通りである。 

理事会（書面）2025年 4月 4日(金) 

（１）2025 年 4 月 1 日付け会員数の承認の件 

理事会（書面）2025年 5月 12日(月) 

（１）2024年度事業報告書の承認の件 

（２）2024年度決算報告書の承認の件 

（３）2025・2026年度役員候補者選任の承認の件 

理事会（第 1回） 

2025年 5月 27日（火） 会場：TKPガーデンシティ PREMIUM田町（4D） 

（１）会員入退会承認の件 

（２）２０２５年度定時総会（案）の件 

（３）理事会等開催日程（案）の件 

（４）永年会員（案）の件 

（５）BSIJ-CPD表彰者の件 

（６）委員会委員（案）の件 

（７）（一財）建築コスト管理システム研究所各委員会委員の件 

代表理事、業務執行理事活動報告 

理事会（第 2回） 

2025年 10月 7日（火）会場：当協会 2階会議室 

（１）会員入退会承認の件 
（２）事業計画委員会委員名簿・国際委員会委員名簿(案)の件 
代表理事、業務執行理事活動報告 

理事会（第 3回） 

2026年 2月 24日(火) 会場：当協会 2階会議室 

（１）会員入退会承認の件 
（２）２０２５年度事業報告（案）の件 
（３）２０２５年度決算見込みの件 
（４）２０２６年度事業計画（案）の件 
（５）２０２６年度予算（案）の件 
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（６）２０２６年度支部交付金（案）の件 
（７）２０２５年度チャレンジ事業報告の件 
（８）２０２６年度チャレンジ事業新規申請の件 
（９）建築コスト管理士事業細則改定の件 
（１０）建築積算士事業規程改定提案書の件

（１１）会長表彰（案）の件

（１２）役員賠償責任保険継続契約（案）の件

（１３）会費値上げについて

代表理事、業務執行理事活動報告 

理事会（書面）2026年 3月 23日(月） 

（１）2025年度事業報告の件 

（２）2025年度決算見込みの件 

（３）2026年度事業計画の件 

（４）2026年度事業予算の件 

[[５５］］正正副副会会長長会会議議開開催催概概要要  

2025年度は、毎月１回開催した。 

理事会の議案や常置委員会への諮問・検討結果について、また各事業の執行状況等について意見 

の交換と調整を行い、会務の円滑な運営や事業執行の進展等を図った。 

[[６６］］建建築築ココスストト・・建建築築積積算算教教育育のの実実施施  

建築コスト・建築積算教育事業として次の通り実施した。

（（１１））ｅｅララーーニニンンググセセミミナナーー

部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

本部 

新☆建築コスト管理士ガイドブ

ックによるコストマネジメント 

e ラーニングセミナー 

8 月 18 日～ 10 月 25 日 全国 113 

『新☆建築積算士ガイドブッ

ク』e ラーニング講習会
8 月 18 日～10 月 25 日 全国 117 

『建築積算技術者のための LCA

入門講座』e ラーニング講習会 
8 月 27 日～ 10 月 31 日 全国 8 

建築積算士二次試験から学ぶ

『建築積算実技』セミナー 

2025 年 12 月 16 日～ 

2026 年 1 月 24 日 
全国 123 

東北 
はじめての数量算出【躯体と仕

上】  e ラーニングセミナー 
6 月 2 日～ 8 月 4 日 全国 53 

（（単単位位：：名名）） 
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（６）２０２６年度支部交付金（案）の件 
（７）２０２５年度チャレンジ事業報告の件 
（８）２０２６年度チャレンジ事業新規申請の件 
（９）建築コスト管理士事業細則改定の件 
（１０）建築積算士事業規程改定提案書の件

（１１）会長表彰（案）の件

（１２）役員賠償責任保険継続契約（案）の件

（１３）会費値上げについて

代表理事、業務執行理事活動報告 

理事会（書面）2026年 3月 23日(月） 

（１）2025年度事業報告の件 

（２）2025年度決算見込みの件 

（３）2026年度事業計画の件 

（４）2026年度事業予算の件 

[[５５］］正正副副会会長長会会議議開開催催概概要要  

2025年度は、毎月１回開催した。 

理事会の議案や常置委員会への諮問・検討結果について、また各事業の執行状況等について意見 

の交換と調整を行い、会務の円滑な運営や事業執行の進展等を図った。 

[[６６］］建建築築ココスストト・・建建築築積積算算教教育育のの実実施施  

建築コスト・建築積算教育事業として次の通り実施した。

（（１１））ｅｅララーーニニンンググセセミミナナーー

部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

本部 

新☆建築コスト管理士ガイドブ

ックによるコストマネジメント 

e ラーニングセミナー 

8 月 18 日～ 10 月 25 日 全国 113 

『新☆建築積算士ガイドブッ

ク』e ラーニング講習会
8 月 18 日～10 月 25 日 全国 117 

『建築積算技術者のための LCA

入門講座』e ラーニング講習会 
8 月 27 日～ 10 月 31 日 全国 8 

建築積算士二次試験から学ぶ

『建築積算実技』セミナー 

2025 年 12 月 16 日～ 

2026 年 1 月 24 日 
全国 123 

東北 
はじめての数量算出【躯体と仕

上】  e ラーニングセミナー 
6 月 2 日～ 8 月 4 日 全国 53 

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

東北 
はじめての数量算出【鉄骨編】  

e ラーニングセミナー 
8 月 4 日～ 9 月 30 日 全国 19 

東海北陸 

日本 CM 協会＆日本建築積算協会

共同セミナー 「建設費高騰時に

おけるコスト管理・コストマネ

ジメント」対面+WEB 

6 月 6 日 全国 234 

計 667 

（（２２））入入門門教教室室・・積積算算学学校校

部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

本部 2025 年度 建築積算学校 
7 月 29 日～ 11 月 11 日 

全 28 回 
WEB 112 

東北 

『建築積算入門 WEB セミナー』

（2 日間） 
5 月 10 日・17 日 WEB 44 

建築積算実技講習会（2 日間） 12 月 6 日・12 月 7 日 会場 14 

東海北陸 建築積算入門講座 5 月 16 日 WEB 76 

計 246 

（（３３））講講習習会会

部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

本部 

BIM 概算シンポジウム 6 月 24 日 
会場 

（芝浦工業大学） 
342 

【積女 ASSAL】構造積算 - 基本から実務

へ鉄骨梁で繋がる第一歩 - 
12 月 13 日 WEB・会場併用 37 

【積女 ASSAL】主催の勉強会「12 月 12 日

全面施行の改正建設業法等と労務費に関

する基準について」 

1 月 8 日 WEB・会場併用 142 

【積女 ASSAL】主催の勉強会「12 月 12 日

全面施行の改正建設業法等と労務費に関

する基準について」 

2 月 4 日 WEB・会場併用 163 

北海道 建築積算基礎講座（5 日間） 
11 月 13 日・14 日・

20 日・21 日・27 日 
WEB 32 

（（単単位位：：名名）） 

（（単単位位：：名名）） 
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（６）２０２６年度支部交付金（案）の件 
（７）２０２５年度チャレンジ事業報告の件 
（８）２０２６年度チャレンジ事業新規申請の件 
（９）建築コスト管理士事業細則改定の件 
（１０）建築積算士事業規程改定提案書の件

（１１）会長表彰（案）の件

（１２）役員賠償責任保険継続契約（案）の件

（１３）会費値上げについて

代表理事、業務執行理事活動報告 

理事会（書面）2026年 3月 23日(月） 

（１）2025年度事業報告の件 

（２）2025年度決算見込みの件 

（３）2026年度事業計画の件 

（４）2026年度事業予算の件 

[[５５］］正正副副会会長長会会議議開開催催概概要要  

2025年度は、毎月１回開催した。 

理事会の議案や常置委員会への諮問・検討結果について、また各事業の執行状況等について意見 

の交換と調整を行い、会務の円滑な運営や事業執行の進展等を図った。 

[[６６］］建建築築ココスストト・・建建築築積積算算教教育育のの実実施施  

建築コスト・建築積算教育事業として次の通り実施した。

（（１１））ｅｅララーーニニンンググセセミミナナーー

部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

本部 

新☆建築コスト管理士ガイドブ

ックによるコストマネジメント 

e ラーニングセミナー 

8 月 18 日～ 10 月 25 日 全国 113 

『新☆建築積算士ガイドブッ

ク』e ラーニング講習会
8 月 18 日～10 月 25 日 全国 117 

『建築積算技術者のための LCA

入門講座』e ラーニング講習会 
8 月 27 日～ 10 月 31 日 全国 8 

建築積算士二次試験から学ぶ

『建築積算実技』セミナー 

2025 年 12 月 16 日～ 

2026 年 1 月 24 日 
全国 123 

東北 
はじめての数量算出【躯体と仕

上】  e ラーニングセミナー 
6 月 2 日～ 8 月 4 日 全国 53 

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

東北 

建築数量積算基準セミナー(躯体) 7 月 9 日 会場(ユースパル) 16 

建築数量積算基準セミナー(仕上) 9 月 10 日 会場(ユースパル) 14 

鉄骨積算入門 WEB セミナー 11 月 8 日 WEB 14 

鉄骨数量積算セミナー 2 月 25 日 会場(遊学舎) 3 

関東 

第１５回ポケットセミナー『標準

仕様書の解説シリーズ第一弾 

【仮設工事】』 

8 月 26 日 WEB  69 

第１６回ポケットセミナー『中大

規模木造建築の実例／建築物ＬＣ

Ａの動向について』 

9 月 17 日 WEB・会場併用 38 

第１７回ポケットセミナー『公共

建築工事標準仕様書の解説シリー

ズ第二弾 【土工事】』 

10 月 29 日 WEB  32 

第１８回ポケットセミナー 『せ

っこうボードの基礎知識と耐火遮

音のメカニズム』（1） 

11 月 5 日 WEB・会場併用 24 

第１８回ポケットセミナー 『せ

っこうボードの基礎知識と耐火遮

音のメカニズム』（2） 

11 月 18 日 WEB・会場併用 19 

第１９回ポケットセミナー『公共

建築工事標準仕様書の解説シリー

ズ第二弾 【土工事】』 

12 月 17 日 WEB 13 

鉄骨工事ガイドブック講習会 1 月 16 日 WEB・会場併用 39 

第９回ミラノサローネセミナー

（録画配信） 
2 月 18 日 WEB 3 

  

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

東北 

建築数量積算基準セミナー(躯体) 7 月 9 日 会場(ユースパル) 16 

建築数量積算基準セミナー(仕上) 9 月 10 日 会場(ユースパル) 14 

鉄骨積算入門 WEB セミナー 11 月 8 日 WEB 14 

鉄骨数量積算セミナー 2 月 25 日 会場(遊学舎) 3 

関東 

第１５回ポケットセミナー『標準

仕様書の解説シリーズ第一弾 

【仮設工事】』 

8 月 26 日 WEB  69 

第１６回ポケットセミナー『中大

規模木造建築の実例／建築物ＬＣ

Ａの動向について』 

9 月 17 日 WEB・会場併用 38 

第１７回ポケットセミナー『公共

建築工事標準仕様書の解説シリー

ズ第二弾 【土工事】』 

10 月 29 日 WEB  32 

第１８回ポケットセミナー 『せ

っこうボードの基礎知識と耐火遮

音のメカニズム』（1） 

11 月 5 日 WEB・会場併用 24 

第１８回ポケットセミナー 『せ

っこうボードの基礎知識と耐火遮

音のメカニズム』（2） 

11 月 18 日 WEB・会場併用 19 

第１９回ポケットセミナー『公共

建築工事標準仕様書の解説シリー

ズ第二弾 【土工事】』 

12 月 17 日 WEB 13 

鉄骨工事ガイドブック講習会 1 月 16 日 WEB・会場併用 39 

第９回ミラノサローネセミナー

（録画配信） 
2 月 18 日 WEB 3 

  

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

関東 

第１０回「日本の建設業界における脱炭

素化に向けて」（録画配信） 3 月 4 日 WEB 6 

建築改修工事の積算講習会 3 月 6 日 WEB・会場併用 50 

新潟地区『建築躯体積算実技講習会』 3 月 19 日 WEB・会場併用 14 

東海 

北陸 

新制定・建築数量積算基準『木躯体』講

習会 
9 月 12 日 WEB 109 

北陸支所建築積算士実技研修会 11月 27日・12月 4日・

18 日・1 月 15 日 
会場(金沢) 12 

金沢・新制定・建築数量積算基準『木躯

体』講習会（ｉｎ富山） 12 月 5 日 会場(富山) 13 

建築積算の実技講習会 12 月 20 日 WEB 60 

関西 

再配信 建築プロジェクト基本計画の概

算 4月 25日～5月 25日 WEB 160 

建築積算チェックポイント（建設会社

編） 6 月 9 日～6 月 30 日 WEB 165 

鉄骨積算実技講習会 11 月 15 日 
会場（大阪府 

建築健保会館） 13 

再配信 地下解体の留意点～工事計画・

見積からの視点～ 
1 月 9 日～1 月 25 日 WEB 130 

知のシリーズ第 13 弾【積算は総合格闘技

だ！建築コストの本質を知る】 
2 月 10 日 WEB 120 

日建連共催 【建築屋さんのための設備

入門（改訂版）】WEB 講習会 
3 月 18 日 WEB 193 

中国 

四国 

見積と積算にチャレンジ 7 月 11 日 WEB 38 

自分でもできるか？概算 8 月 8 日 WEB 69 

建築数量積算基準 9 月 12 日 WEB 19 
基礎から学べる積算協会の Excelセ

ミナー

データと表示を分けて考えよう
10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 19 

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 

中国 

四国 

基礎から学べる積算協会の Excelセ

ミナー

Excel関数を組み合わせてみよう

10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 19 

基礎から学べる積算協会の Excelセ

ミナー

Excel VBAでプログラミングにチャ

レンジ！

10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 19 

基礎から学べる積算協会の Excelセ

ミナー 正しい表の作り方 10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 20 

基礎から学べる積算協会の Excel 

セミナーモダン Excel にチャレンジ！ 10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 17 

基礎から学べる積算協会の Excel 

セミナー2025年最新関数解説！
10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 15 

基礎から学べる積算協会の Excel 

セミナー実践複合技紹介！
10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 15 

九州 

建築積算講習会 

（土工・地業、躯体(RC造)編） 
6 月 21 日 会場(沖縄) 13 

建築積算講習会 

（土工･地業、躯体(RC造)編 ） 
10 月 11 日 会場(福岡) 8 

建築積算講習会 

（仕上編 ) 
8 月 30 日 会場(沖縄) 15 

建築積算講習会 

（躯体(鉄骨造)編 ) 
10 月 4 日 会場(沖縄) 18 

建築積算実技講習会 11 月 8 日 会場(鹿児島) 7 

建築積算実技講習会 11 月 29 日 会場(沖縄) 8 

建築積算実技講習会 12 月 13 日 会場(福岡) 11 

建築積算講習会 

（仕上、躯体(鉄骨造)編 ) 
2 月 21 日 会場(福岡) 4 

計 2,379 

（（単単位位：：名名）） 
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部署名 名称 開催日 開催方法 受講者 
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Excel VBA でプログラミングにチャ

レンジ！
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セミナーモダン Excel にチャレンジ！ 10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 17 

基礎から学べる積算協会の Excel 

セミナー2025年最新関数解説！
10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 15 

基礎から学べる積算協会の Excel 

セミナー実践複合技紹介！
10 月 1 日～10月 31 日 期間配信 15 

九州 

建築積算講習会 

（土工・地業、躯体(RC造)編） 
6 月 21 日 会場(沖縄) 13 

建築積算講習会 

（土工･地業、躯体(RC造)編 ） 
10 月 11 日 会場(福岡) 8 

建築積算講習会 

（仕上編 ) 
8 月 30 日 会場(沖縄) 15 

建築積算講習会 

（躯体(鉄骨造)編 ) 
10 月 4 日 会場(沖縄) 18 

建築積算実技講習会 11 月 8 日 会場(鹿児島) 7 

建築積算実技講習会 11 月 29 日 会場(沖縄) 8 

建築積算実技講習会 12 月 13 日 会場(福岡) 11 

建築積算講習会 

（仕上、躯体(鉄骨造)編 ) 
2 月 21 日 会場(福岡) 4 

計 2,379 

（（単単位位：：名名）） 

9 

（（４４））講講師師派派遣遣

[[７７］］そそのの他他のの事事業業  

（（１１）） 建建築築積積算算にに関関すするる情情報報ササーービビスス等等

イ．会誌「建築と積算」編集・発行（発行部数：5,200部／季刊）

ロ．ホームページによる情報提供

ハ．支部報の発行

二．メールマガジンの発行（関東支部、中国四国支部）

部署名 派遣先 

北海道 

若手社員研修会（札幌） 

建設業若手社員研修会（札幌） 

建設業新入社員研修会（札幌） 

関東 

建築積算研修（建築積算士ガイドブック編） 

公共建築工事積算研修 

実務研修（体験実務コース）「まちづくり政策科」 

東海北陸 
愛知県技術者研修会 営繕行政基礎講座（建築積算） 

ARMS 講師派遣 5 名 

関西 
近畿大学特別講義（建築積算とは。建築積算士に求められる技術） 

修成建設専門学校 講義 

中国四国 鳥取県建設技術センター（建築数量積算基準） 

九州 

長崎県建設技術研究センター「長崎県 建築工事の積算演習」2 日間 
熊本県建築士事務所協会「令和 7 年度積算教室」 
熊本県建設技術センター「建築の積算演習（土工・躯体・仕上）」 
宮崎県建設技術センター「宮崎県 建築工事積算研修」2 日間 
佐賀県建築士事務所協会「建築積算講習会（土工･地業、躯体(RC 造)編 ）」3 回 
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２２．．事事業業報報告告  

 

２０２５年７月１８日、明治記念館にて当協会創立５０周年記念大会を無事に開催いたしたことをご報告いた

します。開催にあたりましては、会員の皆さまからのご寄付、スポンサーシップへのご協力をはじめ、多大なる

ご支援とご協力を賜りました。この紙面を借りて、改めて厚く御礼申し上げます。 

記念大会の準備に向け、２０２３年度に準備委員会、２０２４年度に実行委員会を立ち上げ、検討

を重ねてまいりました。以下に、大会の概要をご紹介いたします。 

大会は「記念式典」と「懇親会」の二部構成で実施いたしました。 

 記念式典では、生島宣幸副会長の大会宣言に始まり、浦江真人会長の挨拶、そしてご来賓の国土交

通省 大臣官房官庁営繕部 佐藤由美部長よりご祝辞を頂きました。基調講演には、東京都江戸東京博

物館館長 藤森照信氏をお招きし、「自然を生かした建築生産」をテーマに貴重なご講演を頂きまし

た。なお、大会宣言、会長挨拶、ご祝辞、基調講演の内容につきましては、当協会会誌「建築と積算

2025 年（秋号）」に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

続いて、大会テーマ「５０years ～未来に向けて～」、サブテーマ「未来のコストデザイン」「多様な

働き方を求めて ～freedom first～」を掲げたパネルディスカッション、動画入賞作品の紹介を行い、

最後に松岡宏幸副会長より閉会の挨拶を申し上げました。 

懇親会では、木遣りによるオープニングセレモニーに始まり、浦江会長の挨拶、ご来賓である国土

交通省住宅局 宿本尚吾局長からのご祝辞、鏡開き・乾杯、協賛企業への感謝状贈呈、動画受賞者発表、

コーラス、抽選会など、盛りだくさんの内容となりました。当日の様子は後日視聴いただけるよう準

備を進めておりますので、どうぞご期待ください。 

また、「創立50周年記念誌」も刊行いたしました。創立から現在に至る歩みを振り返るとともに、歴

代会長および関係者の皆様にご執筆をお願いし、各委員会・各支部については現委員長、現支部長の

ご協力をいただきました。記念誌は協会ホームページよりご覧いただけますので、ぜひご一読くださ

い。 

さて、２０２５年度の活動としては、ＢＩＭを用いた概算における考え方の整理に向けた議論を行

い、最新情報や課題の共有を目的とした「ＢＩＭ概算シンポジウム」を開催いたしました。また、『新

☆建築積算士ガイドブック』講習会および『建築積算技術者のためのＬＣＡ入門講座』につきまして

は、対面参加が難しい方のために e ラーニングによる視聴環境も提供いたしました。 

ＷＥＢ積算学校は５年目を迎え、今年度は早めに案内を開始しました。昨年度は受講者が減少しま

したが、本年度は初年度並みの人数に戻りました。２０２６年度も継続して実施予定です。 

２０２４年度の第三次・担い手 3法の制定を受け、２０２５年１２月１２日に改正建設業法が全面

施行され、労務費等の内訳が把握可能となる新たな積算方式「単位施工単価」が導入されました。建

設業界では、待遇改善や担い手確保に向けた取り組みが官民一体となって進みつつあります。この流

れの中で、積算・コストに携わる専門職に求められる役割も変化の兆しが見えています。 

当協会の最重要ミッションである建築積算士、建築コスト管理士の資格保有者の拡充において試験

申込者数も、昨年に引き続き着実に増加しています。具体的な活動内容を、以下に記載します。 

 

    



11

11 
 

[[１１]]  人人材材のの育育成成  

  

最重要ミッションである資格認定試験を、受験者数も増加し実施することが出来た。また、オンラ

インセミナーのノウハウも蓄積され、会場による対面式とオンラインを融合させたハイブリッド形式

の講習会を進めてきた結果、オンライン講習会が定着してきた。 

 

（（１１））学学校校教教育育    

学校教育は、認定校が減少傾向にあるが、新規認定校の発掘活動に注力している。その中で、関東

支部で２校新たに認定校が増えた。 

建築積算士補認定試験は、認定校とのコミュニケーションに留意し、継続的なサポートを行ったが、

少子化の影響か受講生数も減少傾向にあり、合格率は同水準で推移したが、登録率は減少傾向にある。

今年度は北海道地域が低調気味であった。 

なお、学生会員数は、認定校での建築積算士補受験申込時の促進活動により、定着してきた。 

  

（（２２））社社会会人人教教育育  

建築コスト管理士を主な対象として、講義動画によるeラーニング方式（新☆建築コスト管理士ガイ

ドブック講習会）を、８月～１０月に開催した。また、建築積算士二次試験受験者を主な対象として、

積算実技講習動画によるeラーニングセミナーは、１２月から1月の試験前まで開催したが、例年より

多数の申込があった。 

今年度は建築積算技術者のための「ＬＣＡ入門連続講座」の e ラーニングセミナーを開催した。  

  

（（３３））資資格格認認定定事事業業  

建築積算士の資格認定試験は、昨年より受験者数、合格率ともやや減少傾向だったが、建築コスト

管理士受験者数、合格者数とも一昨年、昨年と増加傾向にあり、中でもハウスメーカーの増加が著し

い。 

  

（（４４））ＣＣＰＰＤＤ  

当協会のＣＰＤ（継続能力開発）制度は、会員および資格者を対象としている。そのなかで、建築

コスト管理士は、ＣＰＤ単位取得が資格登録更新の必要条件となっている。 

今年度も、オンラインセミナーの開催を中心としてＣＰＤ単位を提供した。 

 

（（５５））ee ララーーニニンンググ等等  

当協会は、建築コスト管理士および二次試験受験者を主な対象とした講義動画のよるeラーニング方

式を活用している。また、建築積算士更新講習をeラーニング方式に変更し、ＤＶＤ視聴や会場受講と

いったオプションも揃え、受講者の利便性を図っている。また、パソコンだけではなく、スマートフ

ォンやタブレット端末の使用も可能にしている。 

受講者には、時代に沿った更新方法であると大変大好評である。 
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[[２２]]  調調査査研研究究のの充充実実とと情情報報発発信信のの促促進進  

  

 コストマネジメントは、社会経済環境の変化を背景に、領域を益々拡大させながら進化しており、

調査研究課題は多い。 

人材育成委員会では、ＰＣＭシリーズⅡの「新☆建築積算士ガイドブック」を２０２３年度に内容

を見直し、新たにＢＩＭ、木造、解体、改修等の項目を追加し発刊され、今年度からはeラーニングセ

ミナーを開催した。 

また、ＰＣＭシリーズⅩ「中大規模木造建築のコストマネジメント・ガイドブック」の改訂につい

ては、「木造小委員会」で２０２６年度改訂に向けて検討を重ねた。 

国際委員会に関連しては、ＰＡＱＳ（アジア太平洋ＱＳ会議）が、８月にインドネシア・ジャカル

タで開催され、７名が参加した。テーマは「スマート建設のための AI とデジタル技術の活用－ネット

ゼロ、脱炭素化、革新的な建築資材に向けて」であり、改めて報告会を開催する予定である。 

また、ＲＩＣＳとの相互資格認証更新が２０２６年１月に締結された。 

情報委員会では、昨年度は「ＢＩＭ概算ガイドブックⅠ」を取りまとめ、国土交通省主催の「建築

ＢＩＭ推進会議」にて報告したが、今年度は、６月に「ＢＩＭ概算シンポジウム」を開催した。テー

マは「ＢＩＭを活用した建築概算の標準化とコストマネジメントの高度化」です。概算における建設

分類体系や国際動向の解説に加え、LOC（Level of Costing）シートなどガイドブックの実践的アプロ

ーチを紹介し、先進事例や官民の取組を通じて、BIM 概算の可能性と今後の展望を議論した。参加者は

約３００名で大盛況だった。 

環境委員会では、国土交通省「建築物のライフサイクルカーボンの算定・評価等を促進する制度に

関する検討会」を中心に情報収集、さらに、環境省グリーンバリューチェーンプラットフォームの調

査・研究の先端事例調査として「関東資源循環センター（積水ハウス）」の見学会を実施した。 

会誌「建築と積算」は、創立５０周年記念大会開催概要を秋号に掲載して、会員ならびに資格者に

情報共有をした。 

  

[[３３]]  評評価価評評定定おおよよびび相相談談事事業業のの推推進進  

  

事例報告その８を２０２５年１１月に開催した。今年度は、関東支部の「ＦＭ(ファシリティ・マネ

ジメント)入門」のビデオ放映講習と本部からは「価格変動による請負金額の変更(スライド条項によ

るコスト算定のあれこれ)」の講演を行った。 

建築コストの諸問題に関して、評価評定・相談事業を推進することは、第三者性の高い公益社団法

人としての社会的使命であり、また、資格者の活躍を社会へアピールするためにも有効であると位置

づけているが、工事費の単なるコストの検証ではなく、価格変動額（物価スライド）の妥当性等のよ

り複雑で多様なマネジメントを要求される依頼が増加している。このような難易度の高いコストマネ

ジメントに対応できる人材の確保・育成および運営組織については、継続課題としているが、事例発

表会、委員会等を通して情報交換ならびに情報共有していき、各支部の受託環境の整備と必要な人材

の育成について、引き続き検討をしていく。 
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[[４４]]  持持続続可可能能なな財財務務基基盤盤のの構構築築  

  

公益社団法人として最適なビジネスモデルを継続検討している。 

建築積算士から建築コスト管理士へのステップアップを促進し、会員化による収支構造の平準化を

目指している。 

 全支部に導入した予算管理システムにより、的確な予算設定と収支管理の実施が可能となり、収支

バランスは改善傾向にあるが、平準化までには至っていない。来年度以降もさらなる収支改善への努

力を続ける。 

 

[[５５]]  協協会会ののブブラランンデディィンンググ  

  

当協会のブランディングは、単なるＰＲではなく、協会にとっての重要な相手（法人、個人）に協

会の特徴を明確に示し、相手先の関心を高めると同時に信頼関係を築き、協会の良き理解者となって

もらうための活動であり、当協会では「ペリカン大作戦」と名付けて、２０１１年度から本部・支部

で企業・機関・団体への訪問を展開している。 

 今年度は、２０２５年の創立５０周年記念大会のスポンサーシップ・寄付金等のお願いも兼ねて、

企業訪問等の再開が出来た。 

また、建築ＢＩＭ推進会議への参画、第三者評価評定事業、継続的なＰＣＭシリーズ出版などの活

動を通じて、多面的にブランディングを展開できている。 

 

[[６６]]  会会員員のの増増強強  

  

新規会員の獲得に向け、入会キャンペーンを継続的に実施した。学生会員制度の刷新により学生会

員の定着が進んでおり、今後は学生会員による建築積算士資格の取得、および卒業後の正会員への移

行につながる仕組みの検討を進めた。 

積女 ASSAL 委員会においては、創立 50 周年記念大会に合わせて「積女 ASSAL 記念冊子」を発刊・配

布し、女性会員および女性資格者の現状や増加推移に関する情報共有を図った。また、活動の一環と

して、平日・休日併用のセミナーを新たに開始するとともに、対面での交流会を再開した。 

平日のセミナーでは、国土交通省による出前講座を企画し、テーマを「12 月 12 日に全面施行された

改正建設業法の概要、労務費に関する基準、ならびに改定に伴う新単価について」として開催した。

内容が分かり易いうえに、施行時期に合わせたテーマであったことから、参加者から高い評価を得た。 
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３３．．２２００２２５５年年度度事事業業報報告告項項目目とと担担当当委委員員会会  

  

[[１１]]  事事業業計計画画委委員員会会  

  

（１）経営基盤の充実の中で、会費の値上げについて検討したが結論が出ず、 

会員委員会アンケート結果が示す会員意見を尊重し、２月の理事会に提案予定。（2/7 予定） 

（２）コスト管理士の職能範囲について検討した。 

（３）スマホアプリ活用の２０２６年４月正式リリースに向けた検討を行った。 

（４）情報管理と非常事態対応について三田事務所の業務量増加を防ぐ様検討した。 

 

[[２２]]  会会員員委委員員会会  

  

（１）会員向けのアンケートを実施のうえ、分析をした。 学生会員制度の効果 

（２）賛助会員向けアンケートについて検討した。 

アンケートの実施は、次年度の予定。 

   

[[３３]]  広広報報委委員員会会  

  

（１）創立５０周年記念誌編纂の企画検討と執筆依頼・特集座談会を開催した。 

（２）会誌「建築と積算」コンテンツのさらなるレベルアップを図った。 

     

[[４４]]  人人材材育育成成委委員員会会  

  

【資格制度部会】 

（１）建築積算士(一次・二次)、建築コスト管理士の資格試験を実施した。 

【生涯学習部会】 

（２）本支部合同ＷＥＢ積算学校（５期目）を実施した。 

（３）各支部で活発なオンライン講習会、アーカイブ動画再利用による講習会が 

開催され、講習会のバリエーションが広がってきた。 

     

[[５５]]  教教育育委委員員会会  

  

（１）新規講座開設校としての①大阪電通大②三河高等技術専門校③日大生産工学部 

３校にアプローチした。 

（２）支部講師交流会による結果を本部教育委員会で内容を検討した。 

（３）認定校講師の現状と今後についての意見交換会を実施した。 

（４) 教育の魅力と質の向上に向けて、各教育本と動画等について検討した。 

（５) 次年度事業計画で、次年度の緑本の微修正等活動の活性化を図るため、 

委員会の実施回数を増やすことした。 
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[[６６]]  ＰＰＣＣＭＭ委委員員会会  

  

（１）「中大規模木造建築のコストマネジメント・ガイドブック」の改訂に向けて 

「木造建築小委員会」を発足し,検討を開始した。 

（２）「建築改修工事の積算」の大幅な改訂を検討することし、小委員設立を検討予定。 

（３）各ＰＣＭシリーズ書籍の改訂について検討した。 

 

[[７７]]  情情報報委委員員会会  

  

（１）ＢＩＭ概算シンポジウムを開催した。 

（２）Uniclass 日本語検索システムのメンテナンスの継続を行った。 

（３）ＢＩＭを活用した積算・コストマネジメント環境整備協議会の開催をした。 

（４）国土交通省建築ＢＩＭ推進会議への参画および同会議部会４としての情報発信および 

関連機関・団体との連携を図った。 

   

[[８８]]  環環境境委委員員会会  

  

（１）国土交通省「建築物のライフサイクルカーボンの算定・評価等を促進する制度に関する検

討会」を中心に環境関連情報について、各委員で収集し、会議にて紹介し、今後の活動に

ついて検討した。 

（２）環境省グリーンバリューチェーンプラットフォームの調査・研究の先端事例調査として、

積水エコパークの見学会を実施した。 

（３）ＬＣＡなどの環境配慮に関する講習会の企画・検討を行った。 

その参考資料として会員の興味に関するアンケート案を作成し、実施した。 

  

[[９９]]  国国際際委委員員会会  

  

（１）ＰＡＱＳ２０２５国際会議（ジャカルタ）に協会から７名参画をした。 

（２）ＲＩＣＳとの定例会を月１回実施した。 

２０２６年 1 月建築コスト管理士からＲＩＣＳのメンバーへのダイレクト 

エントリーの同意書が締結された。 

（３）ＲＩＣＳ参加資料等の資料を作成した。 
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[[１１００]]  評評価価評評定定委委員員会会  

  

（１）事例報告その８を開催（１１月）した。 

関東支部からは「ＦＭ入門」のビデオ視聴と本部「価格変動による請負金額の変更(スライ

ド条項に対応したコストの算定あれこれ)」が報告された。 

（２）本部のホームページの評価評定事業の「コストの相談」の改変を各支部の意見を取り入れ

て実施した。 

  

[[１１１１]]  積積女女「「ＡＡＳＳＳＳＡＡＬＬ」」委委員員会会  

  

（１）設立時と同形式の「勉強会＋茶話会」を復活開催した。 

（２）２０２４年の引き続き平日の国土交通省出前講座を２回開催した。 

（３）「積女ＡＳＳＡＬだより記念冊子」を発刊。 

創立５０周年記念大会に記念品として贈呈した。 

（４）ＰＡＱＳ国際会議（ジャカルタ）へ積女枠で参加した 。 

（５）一般社団法人日米女性ビジネスネットワークとの交流会開催に向けて 

事前打合せを開始した。 

 

【【特特別別委委員員会会】】  

   

[[１１]]  ペペリリカカンン推推進進委委員員会会  

  

（１）スポンサーシップへのお礼コミュニケーションを行ったほか、 

各支部で地公体への資格活用呼びかけを行った。 

（２）各種情報発信先の企業・機関等リストを継続的に更新した。 

（３）人材育成体系の効果的活用推進と共に、資格の活用推進を呼びかけた。 

特に停滞気味の都道府県を共有し活動展開を図った。 

（４）50 周年記念大会を機会とした効果的なアピールを図った。 

  

[[２２]]  創創立立５５００周周年年記記念念大大会会実実行行委委員員会会  

  

（１）大会プログラムの詳細を確定し遂行、支部とも WEB を活用し、全国の会員が共有できる大

会運営とした。 

（２）ロゴマークを名刺、ピンバッチ、ウチワ、等に利用展開し大会に向けて気運の盛り上げに 

活用した。 

（３）新たな企画としてショート動画の募集にチャレンジした。一般部門１０作品、学生部門１2

作品のハイレベルな応募があり、大会を大いに盛上げた。 

今後も積算協会の新たなコンテンツとして活用を図る。 

（４）５０周年記念誌の発行に向けて広報委員会と連携し活動した。 
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４４..  建建築築ココスストト管管理理士士審審査査・・証証明明事事業業  
  

［［１１］］ 関関係係委委員員会会活活動動報報告告  

建築コスト管理士 

評議委員会 

学識経験者などから構成する委員会は、2025 年度の試験合格者に関する事
項、認定事業の事務に関する基本的事項について審議を行い、認定事業の厳正
かつ公正な運営を図った。 

試 験 委 員 会        
試験委員会は、試験の出題方針の検討と筆記試験、問題の作成、校正並びに

合格基準点(案)の作成、答案の採点などの活動をした。 

  

［［２２］］ 試試験験状状況況  

  
    実施日：：2025 年 10 月 26 日（日） 

    試験地：札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡、鹿児島、沖縄（9都市 9 会場） 

実受験者数: ：406 名、合格者数：229 名 

  

［［３３］］ 資資格格更更新新  
  
規定の BSIJ・CPD 単位取得による更新対象者人数：615 名 

更新予定者：454 名（登録証期限は 6 月 30 日） 

 表－1 建築コスト管理士支部別内訳                            （2026 年 4 月 1日現在）(単位：名) 

支  部 北海道 東北 関東 東海北陸 関西 中国四国 九州 合計 

2026 年 4 月 66 94 1,092 169 318 136 166 2,041 

2025 年 4 月 64 95 998 151 300 122 169 1,899 

増減 +2 -1 +94 +18 +18 +14 -3 +142 

  

  

５５．．建建築築積積算算士士審審査査・・証証明明事事業業  

  

［［１１］］ 関関係係委委員員会会活活動動報報告告  

建築積算士 

評議委員会 

学識経験者などから構成する委員会は、2025 年度の試験合格者及び更新講習
修了者について、また認定事業の事務に関する基本的事項について審議を行い、
認定事業の厳正かつ公正な運営を図った。 

試 験 委 員 会        
試験委員会は、建築積算士試験、建築積算士一次試験・二次試験の出題方針の

検討と試験問題の作成並びに合格基準点（案）の作成に向け活動した。 

  

［［２２］］ 試試験験状状況況  

  
実施日：（一次・学科）2025 年 10 月 26 日（日） 

       （二次・実技）2026 年 1 月 25 日（日） 

試験地：札幌、仙台、東京、名古屋、金沢、大阪、岡山、広島、福岡、鹿児島、沖縄 

（11 都市 11 会場） 

   受験者数および合格者数 

      一次（学科）試験／実受験者数：435 名、合格者数：271 名 

二次（実技）試験／実受験者数：：951 名、合格者数：559 名  
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［［３３］］ 資資格格更更新新  

  

    更新講習実施方法／e ラーニング、又はそれに代わる方法(DVD 視聴等) 

更新講習受講期間／2025 年 7 月 1 日～11 月 30 日迄の約 5 ヶ月間 

    受講対象者数       ：2,798 名 、受講申込者数：2,063 名 

 実受講修了者数：2,063 名（e ラーニング 1,728 名、DVD 視聴 329 名、ミニ会場 6 名） 

更新登録者数：  2,508 名（建築コスト管理士を併せもつ更新者 445 人を加算） 

  表－2 建築積算士支部別内訳                             （2026 年 4 月 1日現在）(単位：名) 

支  部 北海道 東北 関東 東海北陸 関西 中国四国 九州 海外 合計 

2026 年 4 月 410 717 4,378 1,339 1,948 924 1,655 1 11,372 

2025 年 4 月 395 694 4,213 1,284 1,875 898 1,601 1 10,961 

増減 +15 +23 +165 +55 +73 +26 +54 0 +411 

  ※更新講習未受講につき、1 年間の資格停止者は上記の人数に含まれておりません。 

 

 

６６．．建建築築積積算算士士補補審審査査・・証証明明事事業業  

  

［［１１］］ 関関係係委委員員会会活活動動報報告告  

建築積算士補 

評議委員会 

認定校に関する事項、試験合格者に関する事項、その他認定事業の事務に関す
る基本的な事項について審議を行い、認定事業の厳正かつ公正な運営を図った。
（10 回開催） 

  

［［２２］］ 試試験験状状況況  

  

試験実施校数：51 校     受験者数：2,056 名     合格者数：1,614 名 

 

［［３３］］ 資資格格更更新新  

  

更新対象者：1,005 名、更新修了者：81 名 

表－3 建築積算士補支部別内訳                 （2026 年 4 月 1日現在）(単位：名) 

支  部 北海道 東北 関東 東海北陸 関西 中国四国 九州 合計 

2026 年 4 月 656 610 4,673 1,862 1,795 1,715 1,781 13,092 

2025 年 4 月 651 559 4,713 1,933 1,784 1,585 1,830 13,055 

増減 +5 +51 -40 -71 +11 +130 -49 +37 

 


